
「今日は祝日、お休みの日
です。」朝、車を運転しなが
らラジオをつけると、はずん
だ声が聞こえてきました。10
月22日、この日、わたしは
いつもの時間に起き、職場で
ある学校へ向かいました。勤
めている学校が、この日を登
校日としたためです。朝の礼

拝は、校長先生の「特別な日のいつもの礼拝です」
という言葉から始まりました。 
この日を迎えるにあたり、学校では学びと話し
合いを重ねました。授業でも宗教行事としての儀
式が公費を使って行われようとしていることを生
徒に話しました。どこまで関心を持ってくれたの
かはわかりません。ただ、10代後半である生徒た
ちは、これから社会を作り上げていく人たちであ
り、数十年後に再び天皇の代替わりを経験する可
能性があります。政府が祝意を示すよう指示し、
先例に従って行った儀式を無批判に受け入れるの
ではなく、自分で考えて判断してほしい。そんな
願いを込めました。 
その際に、1冊の本を紹介しました。フランスで
出版されたフランク・パヴロフの『茶色の朝』で
す。主人公は、友人のシャルリーとコーヒーを飲
んでいる時に、シャルリーから長年飼っていた犬
を安楽死させなくてはならなかったことを聞きま
す。安楽死させなくてはならなかった理由は病気
ではなく、その犬が茶色ではなかったからでした。
主人公も、先月やはり同じ理由で自分の猫を始末
しなくてはなりませんでした。あの色を茶色とい
うには無理があるよ、とペットを葬ったことをや
むを得ないこととして2人は受け入れました。そう
することで日常が戻ってくるからです。しかし、
少しずつ少しずつ少しずつ、2人が生きる社会は茶
色に染められていきました。その度に心のどこか

でひっかかる違和感を抑え込み、やむを得ないよ、
仕方ない、と日常に戻ります。しかし、全てが茶
色に染められてしまったことに気付いた時には、
すでに取り返しがつかないところまで来てしまっ
ていた。そんなお話です。 
普通だと思っていた日常生活の中で、実は少し
ずつ少しずつ「ちょっと妙なこと」「おかしなこ
と」が起こっても、国が決めたことだし、まあ、
生活できているし、何かと忙しいし、と素通りし
てしまいがちです。わたしたちはどこかで、一色
に染められるようなおかしなことは過去にはあっ
たかもしれないけれど、これから先自分には起こ
らないと考えたいからです。けれども今、天皇の
代替わり一つとっても、おかしなことが起こって
いる過程にあるといえるのではないでしょうか。
一つの決められた色に埋没することを求める社会
は、ひとり一人の色を大切になどしません。個々
人の色を奪い、ある基準でもって役に立つか、立
たないかで選別することを良しとします。役に立
たないとされた人は、役に立つ側に立つために与
えられた基準をクリアしようとし、それでも基準
をクリアできない人たちは差別され、捨てられて
ゆきます。 
捕囚の民としてバビロンで暮らしていたイスラ
エルの民は、最下層に位置付けられていました。
バビロニアの創造神話によると、人間は最下層の
神々が上層の神々から強いられる苦役に耐えかね
て反乱を起こし、流した血によって創られたとい
います。人間とは上層の神々のお世話をする奴隷
だという理解です。しかし創世記の創造物語は、
当時、王に用いられる「神の像」を、全ての人に
あてはめました。選別され、使い捨てられる人は
誰もいないのだ、という宣言です。おかしなこと
が当然のことになってしまう前に、聖書が伝える
宣言を発信しながら歩む一人ひとりでありたいと
思います。
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新潟地区 
新潟教会牧師　長倉　　望 

 
新潟福島豪雨水害・中越地震（2004年）、中越沖
地震（2007年）と立て続けに被災し、多くの支援
に支えられてきた新潟地区には、地区委員会の元
に常設で被災支援担当者がおかれ、地区教師会を
被災支援委員会と位置づけようとしています。 
大型台風が立て続けに関東地方を直撃した今年
の秋、台風15号による千葉県南房地域の被災状況
の確認と支援に入った若手教職グループの一人、
玉置千鶴子牧師（長岡教会）の活動を、新潟地区
派遣と位置づけサポートしました。被災地区外か
らの若手教職の視察と支援が、千葉支区内の教会
相互の状況把握と支援活動の活性化に寄与したこ
とは大切な働きであったと思います。また、被災
支援に関する若手教職の意識の共有とネットワー
クの広がりが起こっています。そのようなつなが
りの中、台風19号で牧師館が床上浸水した東北教
区磐城教会牧師館の泥かきボランティアに出かけ
ることとなり、玉置牧師を含む4名の牧師がボラン
ティアに参加することができました。 
また、地区内の諸教会・伝道所・学校が互いに
祈りあい支えあう地区形成を進めるために、この
秋もいくつかの企画が実施されました。初の試み
として、新潟地区に集う大人もこどもも共にゆっ
くり語り合う時間を持つため10月11日～12日に教
育部主催の一泊キャンプがもたれました。また10
月14日には、教会音楽部主催で川上盾牧師を講師
に迎え、新しい創作賛美歌を共に歌う、豊かで楽
しい時間を持つことができました。11月17日には
拡大宣教協議会を開催。「希望の共同体としての教
会」というテーマで、地区内諸教会・伝道所・学
校の“希望の物語”を分かち合おうとしています。 
 
 
 
群馬地区 

地区長　川上　　盾
じゅん

 
 
＊2018年度は無牧・代務体制であった桐生教会・
伊勢崎教会にそれぞれ4月より後任牧師が赴任。
また前任牧師が隠退された館林教会にも新たな

牧師が赴任した。これで群馬地区は久しぶりに
無牧・代務の教会が「ゼロ」となった。 
＊地区教師研修会／６月25～26日、『葬儀につい
て』。講師：高見晴彦氏（西宮市・葬儀社『シャ
ローム』代表）参加者12名。 
＊地区平和集会（社会部主催）／8月3日（土）、安
中教会。『天皇代替わりにキリスト者はどのよう
に向き合うのか』講師：堀江有里氏（なか伝道
所）。参加者11教会・伝道所より42名。 
＊壮年部一泊研修会／8月25～26日、渋川教会およ
び伊香保温泉。『信仰継承の担い手として、今・
これから必要なこと』発題：地区若手牧師たち。
参加者12教会より37名（宿泊は13名）。 
＊中高生お泊り会／9月22～23日、前橋教会。参加
者中高生８名、スタッフ３名。 
＊講壇交換／9月8日（日）に開催（他の日程で実
施した組み合わせも）。新島短大も参加。 
＊教会こどもの集い（教育部主催）／9月23日
（月・休日）、共愛学園中高。『イエスさまの歩い
た道』参加者11教会より106名。 
＊婦人部全体集会／10月11日（金）、高崎教会。講
師：椎名雄一郎氏（活水女子大学教授）パイプ
オルガン演奏と講演。参加者19教会より137名。 
＊今後の予定：群馬地区大会／11月23日（土）、共
愛学園前橋国際大学で開催予定。講師：ロバー
ト・ウィットマー氏（農村伝道神学校校長）『共
に生きて働く教会 ― カナダ合同教会に学ぶ』 
 
 
 
栃木地区 

地区委員長　木村　太郎 
 
今年度の栃木地区は、地区総会を通して組織が
新しく整えられ、各部が例年通りの活動を続けて
います。 
その中でも婦人部修養会では、島隆三先生（東
京聖書学校神学教師）から、出会いを通して与え
られる恵みの奥深さについて学ぶことができまし
た。また、11月下旬に開催されたオータムフェス
タ（信徒大会）では、「教会がすべての人と共に歩
むために」との主題の下、飯塚拓也先生（竜ヶ崎
教会牧師・教区宣教部委員長）のご講演を通して、

地 区 だ よ り
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新しい示唆を与えられました。 
そのような例年の活動に加え、地区には新しい
幻が与えられつつあります。それは益子伝道につ
いてです。10月の地区委員会では、益子教会牧師
の大下正人先生が「益子教会の今後のビジョン」
を語ってくださいました。具体的には、地域の中
にある教会という意識の下、若い世代の伝道に焦
点を当てるという思いや、災害時のボランティア
センターとして拠点になることなど、今後の宣教
の幻が分かち合われました。 
そのことを受けて、地区委員会として、「益子教
会を支える会」を再興し、「益子伝道を推進する
会」として再出発することを決断しました。正式
には年度末の地区総会を経てからの活動になりま
すが、それまでの間は「『益子伝道を推進する会』
準備委員会」として、地区内への周知や具体的な
活動に向けての備えを進めていく予定です。 
最後になりますが、現在無牧の宇都宮上町教会
のためにお祈りください。また、台風19号により
被災された信徒の方々のためにもお祈りください。 
 
 
 
茨城地区 

地区長　若月　健悟 
 
茨城地区大会が9月23日に筑波学園教会等を会場
に、主題『人生のみとり』、講師・シスター鈴木秀子
氏を迎えて、大人141名（地区130名、外部11名）、
子ども8名が参加して開催され、ご自身の臨死体験
をもとに、人生終末の美しさを語られました。 
6月30日に水戸中央教会・柳村宏文教師就任式、
7月21日に石岡教会・荻野英夫教師就任式が執り行
われ、新たな地区の交わりが祝福されました。
GMIM関連として、6月23日に小山エクレシア教会
創立2周年記念式典が諸川伝道所にて、9月15日に
大洗新ベツレヘム教会創立12周年記念式典が大洗
シーサイドホールにて、10月13日に大洗ナザレ
（ベツレヘム改称）教会創立20周年記念式典が大洗
ナザレ教会礼拝堂にて挙行され、力強い歩みが祝
福されました。 
7月14日に教区部落解放講座が竜ケ崎教会で開催
され、地区社会部が協力し、石川一雄氏と石川早
智子氏による熱のこもった講演に、参席者一同
「解放の思い」をあつくしました。 
9月9日の台風15号で被災された教会・伝道所、
関連施設は、日立教会、竜ケ崎教会、鹿島教会、

牛久教会、筑波学園教会、取手伝道所に及び、10
月12～13日の台風19号により再度被災された教会
がありました。一日も早い復旧復興をお祈りいた
します。 
今後のこととして、2020年1月13日にGMIM2教
会合同地区新年礼拝、2月11日に地区2・11集会が
稲正樹氏を講師に開催されます。皆で宣教・伝道
に精いっぱい励んでいます。 
 
 
 
埼玉地区 

地区委員長　小林　　眞 
 
新米・地区委員長の願い 
新年度から、埼玉地区委員長に選任された。こ
の地区は、教会・伝道所数は計59という大規模の
地区。地区で、何をせねばならないのか？と地区
規則を開いてみると、第2条で、「この地区は、地
区内教会・伝道所の一致と連帯の強化に努め、福
音の前進に仕えることを目的とする。」と記してあ
る。この内容は、関東教区5地区に定められた目的
とほぼ変わりないのではないか。では、その連
帯・前進の実質化はどうすると出来るのだろうか。
私は、その実質化を聖書に見ることが出来ると思
っている。 
ご承知の通り、エルサレム教会は、教会出発の
シンボル的な教会であるが、実情は、迫害その他
で、経済的にも厳しい状態であった。それを知っ
たマケドニア教会が大きな具体的な援助を行って
いることが、第二コリント8章1～7節に記されて
いる。 
ここでの具体的援助は「献金」である。しかし
この個所では、一度も「献金」という言葉は用い
られていない。おそらくパウロは、献金と言えど、
お金の持つ悪魔性…与える側の傲慢さと受ける側
の卑屈さ…を知っていたが故に、献金という言葉
を用いなかったと思われる。そこで、教会を援助
することは「カリス…恵み・喜び」であることを、
内外に知らしめようとしたのではないか。つまり、
本来の教会同士の援助は、この思いでなされるべ
きであると確信し、翻訳者も「恵み：1節」とか
「慈善の業：4、6、7節」と訳したと思われる。 
加えて、自然発生的に纏められていった使徒信
条で、「教会を信ずる」と告白することは、相互の
援助の実質化に直結すること思われるが、教会形
成とは、時間のかかることである。  
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群馬町伝道所牧師　村田　　元 

 
鈴木一義先生は埼玉地区の春日部教会で長く牧
会をされ、その後、シャロンのばら伝道所を開設
され、ついに教会設立にまで至り、あゆみ幼稚園
を設立されるなど大きな働きをされました。晩年
は厳しい病気と闘いながらも最後までシャロンの
ばら教会牧師として、また、あゆみ幼稚園の園長
としての働きを担いながら、去る5月24日に永眠
されました。 
私はかれこれ39年前に先生が関東教区の宣教部
委員長になられたころからお交わり頂き今日にま
で至っております。その頃は教区の教師謝儀互助
は教区負担金の一部と教会協力費という教師謝儀

互助献金によって担われておりましたが、毎年の
ように予算がひっ迫し教区予算の増額に苦慮して
いた時代でした。鈴木先生は宣教部を挙げてこの
課題と取り組み、宣教綜合協議会を開催し、ある
ご婦人の発題から、今日の信徒運動としての「ナ
ルドの壺献金」運動を発議し、取り組み、推進に
力を尽くされていたことを思い起こします。ナル
ドの壺運動のような形での教師謝儀互助のスタイ
ルは全国でも珍しい取り組みでありまして、今日
このように定着して進められていることは鈴木先
生の型にはまらない発想があったことを思います。 
後には関東教区の総会議長となられ、2期にわた
って教区の働きの全般にわたって指導的働きを担
って下さいました。私は先生の議長時代は書記と
してご一緒に仕事をさせて頂きながら、先生の企
業戦士並みの発想や大きな構想に随分と驚かされ
たり、教えられたりしました。それでいて他方で
は細やかな牧会的配慮や判断をされる方で、牧師
としての在り方についてもたくさんの教えを頂き
ました。 
ご家族、関係者の上に主よりの慰めをお祈りし
ます。

追　悼・鈴木一義教師

越谷教会牧師　鈴木　恵子 
東京教区千葉支区勝浦教会で4年、中部教区三重地区尾鷲教会で6年のご奉仕を終え埼
玉に戻り、母教会である越谷教会の夕礼拝のご用をさせていただいております。57歳の
時、石橋秀雄牧師より洗礼を授けていただき、現在83歳となり、隠退を真剣に考える様
になった矢先の今年度、担任牧師にと招かれました。 
夕方5時に葡萄園の主人に雇われた労働者の感謝と喜びを自分のものと感じておりま
す。残された時間が僅か1時間にもかかわらず雇い入れた葡萄園の主人の深い愛にただ、
ひれ伏す思いです。私に残された時間は主のみぞ知るですが、主の御栄の為に、用いら
れます事を祈りつつご用に励みます。 

着任してひとこと



（5）

9月10日に大宮教会を会場に常置委員会が、10
月17日に教区事務所を会場に常任常置委員会が開
催されました。 
・今常置委員会より、開会を、聖書朗読と祈祷の
みで行うことになりました。 
・つくばキリスト教センター運営委員会、靖国・
天皇制・憲法問題委員会、教区「日本基督教団
罪責告白」委員会から、新組織、役割分担決定
の報告がなされました。 
・教団伝道推進基本方針の展開案としての、「日本
伝道の推進を祈る日」について、教区より2教会
を推薦するにあたり、協議をしましたが、各地
区に候補者を募ることをせず、常任常置委員会
に一任することになりました。常任常置委員会
では、常議員会での議論を受けて、佐渡教会と
益子教会を挙げることにしました。推薦理由は、
地区に支援委員会があることです。 
・益子教会支援に関する件として、宇都宮市内教
会や他教会の人たちが参加をして、土曜日に礼
拝がもたれている現状が報告されました。その
上で、栃木地区での支援体制を整えていくとい
う今後の支援計画を確認しました。 
・埼玉中国語伝道所の現状を伺いました。代務者
の決定について、教区議長に一任をしました。 
・教区総会での「教会互助について」の協議会を
受けて、教会互助委員会は、特別チームにおい
て検討をいたしました。①謝儀互助基本額を18
万円から19万円に引き上げることにしました。
また、将来的に謝儀基準検討表の1等級を目指す
ことを確認しました。②互助計算は、基本
額×16か月とすること。ただし、手当は12か月
とすることを決めました。③教育費については、
教区教育奨学金制度を利用する。④謝儀互助上
限額を150万円とする。⑤謝儀互助の年間予算を
1,000万円とする。以上の5点が報告され、可決
されました。 
・教団総会議員について、東野尚志議員が、教区

外に異動しましたため、資格を喪失しました。
これを受けて、次点であった川上盾議員（前橋）
が繰り上げ当選したことを確認しました。 
・福島純雄議長は、大洗ベツレヘム教会創立記念
礼拝に出席し、あわせて、教会名称が、大洗ナ
ザレ教会に変更される予定であることを報告し
ました。 
・即位礼正殿の儀について、教区の立場を教区内
諸教会あてに出すことを決めました。以前、教
団総会議長が、出した声明を踏襲する形のもの
としました。 
・台風19号の教区内の被害状況を確認しました。
茨城地区内の信徒宅に被害があることを確認し
ました。また、東北教区の磐城教会、本宮教会
に大きな被害のあったことが報告されました。
これを受けて、東北教区にお見舞いを送ること
を決めました。また、教区内へ台風19号につい
ての募金をすることを決めました。 
・負担金割賦方式について、意見交換をしました。 
・教師謝儀基準検討表の備考欄について、財務部
に再検討を依頼することとしました。 
⑴　教師異動 
　　聖学院教会　　辞 東野尚志（主・正） 
　　　　　　　　　就 東野尚志（代・正） 
　　越谷教会　　　就 鈴木恵子（担・正） 
　　田沢伝道所　　辞 久保田愛策（兼主・正） 
　　本庄旭教会　　辞 柳瀬　聡（兼主・正） 
　　　　　　　　　就 大坪直史（代・正） 
⑵　神学教師異動 
　　東京聖書学校　就 島　隆三（神・正） 
⑶　教会規則変更 
　　巻祝福教会（規則変更） 

教区書記　小池　正造

第69総会期第2回常置委員会、第3回常任常置委員会報告



 
主事　金刺　裕美 

 
今年も残り1ヶ月となりました。15号・19号と
相次ぐ大型台風による被害を受け、今も困難な中
にあるたくさんの方々を憶えます。クリスマスの
時、希望の光がおひとりお一人の上に行き届きま
すように、心よりお祈りいたします。 
◎教区一覧　追加・訂正をお知らせいたします 
別紙をご覧ください。 
◎クリスマス献金のお願い 
この時期、献金依頼がどっと届いていることと
思います。大変心苦しいのですが、教区からも各
種献金の目的や目標額を、ポスターにてお送りさ
せていただきました。どうぞ、教区活動を祈りの
内に憶えてお支えくださいますようお願い致しま
す。 
◎教会負担金納入についてのお願い 
教区の諸活動が順調に行われるために、教会負
担金の早期のご納入にご理解・ご協力をお願い致
します。 
◎2020年度謝儀互助申請について 
新年度、謝儀互助を希望される教会・伝道所 
は、必要書類を添付して地区委員長へ送付して 
ください。地区決裁後、教区の申請提出期限1 
月末必着に遅れないようご準備ください。 
◎教区事務所　冬期休業日のお知らせ 
期間　12月27日（金）～1月7日（火）　 
※緊急時の連絡は、小池正造書記まで 
東新潟教会　または　携帯　090-1404-9179　 
◎お願い！　送金料節減へのご協力 
消費税が10％となり、振込手数料も値上りして
います。送金手数料は5万円未満と5万円以上で金
額が違います。また、窓口とＡＴＭ利用でも違い
ます。自動払込は金額に関係なく1回55円という
安価になっています。教会負担金・ナルド献金各
種献金等の御送金を他の送金と一緒に送付する。 
自動払込の時に加える。まとまった額にして送金
回数を減らすなど、ご検討いただき送金事務費の
削減にご協力下さいますようお願い致します。

 
保険事務　金刺　裕美 

 
インフルエンザに関する報道が毎日聞かれるよ
うになってきます。こまめなうがい・手洗い、そ
して予防接種をすることが一番！と言われます。
どうぞ、皆様も健康に気を付けて、クリスマス・
新年をお迎えください。 
◎冬季賞与社会保険料について 
賞与保険料は、標準賞与額（支給額の千円未満
を切捨てた額）に各料率を掛けて算出した額。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※算出額の小数点以下は、４捨５入します。 
※賞与保険料の負担…教師と教会・伝道所で折半。
※12月末までに納入してください。 
※自動払込日は、12月26日（木）です。 
◎被扶養者調査書提出　感謝 
過日の上記調査は、無事届け出が済みました。
これは毎年行われますが、次年度は扶養者の収入
証明が必要になるようなことも予測されています。
年度途中でも、扶養に変更が出ましたら早急に事
務所までご連絡ください。 
◎「生活習慣病予防健診」申込みお急ぎください 
2019年度枠にて受診希望の方は、できるだけ早
く医療機関で予約後、予約日・医療機関名を教区
事務所へご連絡ください。 
◎自動払込日に注意！ 
毎月の引落は、原則として26日です。特に、12
月は賞与保険料も加わりますので、入金の前にも
う一度ご確認ください。また、年度末の2月・3月
分は25日に変更されます。事前に確実な入金をし
てください。教会負担金・ナルド献金・各種献金
の引落を希望なさる場合は、引落日の1週間前を目
途にお知らせくだされば間に合います。 
どうぞ、ご協力をお願い致します。 
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教区事務所だより 社会保険事務だより

編 / 集 / 後 / 記 
5月末に行われた第69回関東教区総会を以て、新たな

委員が選任され、9月上旬に行われた第1回教区通信委
員会に於いて、下記の通りの構成員と組織で以て2年間
ご奉仕する事が決定された。何卒宜しくお願い申し上げ
る次第である。 

委員長：成田顕靖（新潟地区高田教会・新井教会牧師） 
書　記：坂口慶行（茨城地区水戸自由ヶ丘教会牧師） 
会　計：西谷祐司（群馬地区伊勢崎教会伝道師） 
委　員：森田泰司（栃木地区宇都宮東伝道所牧師） 
　　　　三羽善次（埼玉地区和戸教会牧師） 

（成田顕靖） 
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日本基督教団関東教区宣教部委員会

No.88            　2019年12月1日

日本基督教団 関東教区宣教部委員会 
委 員 長 　飯　塚　拓　也 

301-0843　龍ヶ崎市羽原町1366-5 
Tel．0297（64）3768 

h t t p : / / u c c j k a n t o . h o l y . j p

関東教区の宣教を考える集い講演  
東北教区会津地区　共同牧会の取り組み  

会津坂下教会・会津本郷教会・猪苗代教会・川桁伝道所　牧師　髙橋　真人

東北教区会津地区（9教会 1伝道所）で 2015 年度か
ら始めた共同牧会は、3教会 1伝道所を二人の教師が
担う。それは、中心となる教会に他が連なるのではな
く、3教会が単独の教会として立ちながら、共に歩む
仲間として対等に向き合い受けとめ合う形、である。 

2006 年度から猪
苗代教会代務だった
私は、当初、猪苗代
教会の教師招聘を考
えた。前任者も兼務
で 17 年間通い、加
えて私の代務 8 年、

合計 25 年にわたり猪苗代教会の定住牧師は不在だっ
た。同じ猪苗代町にある川桁伝道所には実質的に信徒
はおらず、高齢の牧師夫婦のみで礼拝を捧げ続けてい
た。猪苗代町は、会津地区内 7教会が点在する会津盆
地と郡山市の中間に位置する。この約 60㎞の間に唯一
存在する宣教拠点に定住者を置き、教会消滅の危機が
迫る前に立て直したい、との思いで教会役員会でも川
桁伝道所兼務を含む教師招聘を検討していた。 
しかし、招聘できたとしても、その教師と実質的な
信徒 4名に教会立て直しに加え川桁伝道所の今後をも
担う責務はあまりに重く、結果的に猪苗代教会が疲弊
してしまうことは容易に想像できた。つまり、猪苗代
教会が教師招聘すればそれで済むということではな
い。そこで思案を重ねてたどり着いたのが、私が担う
3教会̶会津坂下教会（本務）、会津本郷教会（代務）、
猪苗代教会（代務）̶に川桁伝道所を加え、それを 2
教師が担う共同牧会という形で、川桁伝道所について
地域を越えて多面的に共に考えることを可能にするプ
ランだった。 
その特徴は、地理的に近い 2教会ずつの責任を担う
のではなく、「2教師がすべての教会の責任を持つ」と
いう点にある。相手任せにせず一緒に担っていくこと
の実質化である。同時に各教会の信徒には、「どちら
か」ではなく「どちらも」自分の教会の牧師であるこ
との理解を求めた。 
この発想に至ることができたのは、会津地区協議会
での対話の積み重ねと、東北教区の互助制度によると
ころが大きい。 

2004 年の東北教区機構改革の柱の一つは「地区の強
化」。これは「地区において協議会を開催し、相互理
解を深め、地区全体の宣教を共に考えて行く」こと、
「各教会からの各種補助・互助申請は、地区がその状
況を充分に受けとめ、地区が申請主体となる」との特
色がある。 
会津地区の協議会では「会津の宣教を共に考える」
をテーマに、9教会 1伝道所それぞれの財政状況を含
む現状と課題を、時間をかけて共有してきた。そこで
の確認は、地区内 4教会が無牧師（当時）の現状にお
いて「1教会に 1教師を置くことは、もはや困難であ
る」が、町々に礼拝共同体が立てられていることを大
きな恵みと受けとめ「安易に教会合併や合同には向か
わない」ということ。これが冒頭に示した「単独の教
会として立ち」つつ共に歩む形につながった。 
また、この共同牧会プランが「対等に向き合う」形
で始められたのは、小規模でほぼ同規模ということも
要因の一つ。現住陪餐・平均礼拝出席はいずれも 10
名に満たない。財政規模は言うまでもなく小さい。3
教会謝儀合計が 15 万を下回る状況でのプラン実現の
ためには「東北教区宣教共働連帯金」という互助支援
が必要だった。これは「地区で宣教プランを立案申請
し、それに対する教区の支援。その一部を当該地区も
担う責任をもつ」というもの。謝儀が少なければ教区
支援額は当然大きくなり、比例して地区責任額もそれ
なりになる。その捻出の一助として、地区内各教会に
礼拝ごとに出席者が宣教プランを覚え捧げる「50 円献
金」の協力を依頼した。このように地区の理解と協
力、教区の支援により実現可能となったのが、会津地
区共同牧会プランである。そこに至るまで年数回の 3
教会合同礼拝により相互の理解が深まり、教会員同士
がより親密になっていたことも、プラン実行に踏み切
る決断の素地となった。 
会津の共同牧会においては、お互いの週報にそれぞ
れの動向を記載し、また合同礼拝を重ねることで、一
緒に歩み互いに覚え合う意識が高められてきた。その
喜びを深めながらも、地区においては諸教会が礼拝共
同体として存立していくために、今後も枠組みを拡
大・変化させていくことも求められている。
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宣教部書記として集いを振り返ると 

 
太田八幡教会　伊賀　　滋 

今年も 7月 15 日（月）、大宮教会を会場として標記
の集いが持たれました。 
当日は、35 教会から大人 59 名、子ども 7名が参加
して、子どもたちが司会する開会礼拝にリードされて
始まりました。その後、高橋真人牧師による発題講演
を受け、昼食を共にしながらグループ討議が行われま
した。 
各教会の厳しい現状を思うときに、各個教会主義を
いつまでも維持できないとうすうす感じつつある中で
今何をするか、との課題提起の場になりました。良い
話を聞いた、有意義な時間だったとの印象は大切です
が、宣教部活動をそれだけで終わらせたくないとの飯
塚委員長の意向通り、自分たちの教会はどうするか、
私はどうするかと背中を押された会でした。 
以下参加者の感想を記します。 
 
 
対岸の火事では済まされない　 
 

守谷伝道所　清野　　量 
今回、関東教区の宣教を考える集いに参加し、会津
坂下教会の高橋真人牧師のお話を伺い、またその後に
グループディスカッションに参加して考えたことは、
まさに 5年後・10 年後においてこの関東教区でも教会
の人手不足による教会運営の困難な時代が巡ってくる
ということであります。 
私自身大学の 4年と社会人の 3年の計 7年間、北海
道で過ごしてきましたが、地方の小さな教会は礼拝出
席者が 1ケタの教会も多く、とてもではありませんが
1教会だけでは、教会の運営が困難になってきていま
す。 
だからと言って、いわゆる少人数の教会を大都市の
大教会と合併するといういわゆる「切り捨て」的な解
決法は許されないのではないでしょうか。たとえば北
海道では、隣の日本キリスト教団の教会までの距離が
下手をすれば 50㎞・100㎞も離れてる教会もあるわけ
です。そして何より、それらの教会が存在する地域は
移動の手段となる交通の便が極端に少ない地域がほと
んどです（赤字路線廃止のため鉄道もバスの運行も全
くない地域もあります）。これでは例え教会に行きた

くても行けない人たちが殆どになってしまうのです。
もちろん関東教区の中でも、対岸の火事と傍観できな
い教会はあるはずです。 
だからこそ、高橋牧師のいらっしゃる会津地域の教
会による共働牧会体制の試みは、教会員が自らの所属
している教会だけでなく、自らが所属している地域の
教会のことを考えられるようになったという点におい
て、新たな可能性が出てきたと言えるのではないで
しょうか。 
 
 
第3グループの報告と感想　 
 

　埼玉和光教会　眞壁日史郎 
出席者（牧師・委員：4名、信徒：4名） 
・講演で、東北教区会津地区で、在籍会員一桁の４教
会を、二人の牧師（56 歳と 31 歳）で「共働牧会」（共
同ではない！）をされ、それが地区の計画立案、教区
の互助制度（宣教協働連帯金）で支援されていると知
らされ、関東教区の「ナルドの壺」が内実共に満たさ
れていくことを願った。（cf.『教区通信 No.156 “教区
総会参加者の声” 欄、飯能教会木村光寿伝道師の文章） 
・開会礼拝で、竜ケ崎教会の子ども達が進行役を務め
てくれたことに感動し、各教会学校の生徒数について
話し、いずれも減少気味。その理由はわからなかっ
た。 
・ある教会では、65 歳以上の会員が 63％を占める高
齢化が進み、年金暮らしの会員が多く、献金額も激減
し、対外献金の減額や牧師謝儀算出に苦悩している現
状を知った。 
・教会や教団をつぶしてはならないので、委員数や委
員会開催の再検討し、教会・教団の再建に努めている
ことも知った。 
・教会員の活性化については、「活動の原動力はみ言
葉によって、神の憐み/恵みに、感動と力を与えられ
ることが大切」という牧師のまとめで、「み言葉を聴
いた時に心が燃えたではないか」との聖句を思い出
す。 
「主日礼拝」や「聖書の学び」や「祈り会」で、心を
燃やしていただけるように、聖霊の働きを切に祈りた
い。 
 
 
子どもグループの報告　 
 

本庄教会　疋田　義也 
宣教を考える集いの子どもグループの報告を致しま
す。今回、竜ヶ崎教会から、6名の子どもたちが参加

2019関東教区の宣教を考える集い
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してくれました。開会礼拝は、飯塚拓也牧師の説教で
したが、なんと竜ケ崎教会の子どもたちが司式やお祈
りを担いました。普段から主日礼拝で奉仕をしている
と聞きました。信仰継承が課題になっている今、若い
世代の人たちに積極的に礼拝に関わってもらうこと
で、一週間が主日礼拝から始まるという信仰的なリズ
ムが育まれているような印象を受けました。 
高橋真人先生の講演を一緒に聞き、分団の時間から
子どもグループ独自のプログラムでした。自己紹介の
後、飯塚朝子姉がご準備下さった積み木ブロックで遊
びました。子どもたちと会話をしながら、アリーナ状
に積み上げて建物を作ったり、また螺旋階段のように
積み上げたりと、自由に遊びました。就学前の子か
ら、中学生までと、幅広い年齢の子がいて、少し心配
でしたが、杞憂でした。開会礼拝の飯塚先生のお話し
の中でも、竜ケ崎幼稚園 80 周年記念の制作でキャン
バスにアクリル絵の具で 710 人が手形を押した話があ
りましたが、一つのものを作り上げるなかで緊張もほ
ぐれ、会話も弾みました。 
お昼のお弁当を食べ、食後は会堂を探検しようと
言って、1階から 3階まで巡りました。途中、大宮教
会の熊江秀一牧師が礼拝堂は詩編 23 編の緑の牧場が
モチーフだと解説してくださいました。子どもたちと
一緒に過ごした、楽しい時間に感謝です。 
 
 
まず地域の特性を知ることから 
 

伊勢崎教会　西谷　祐司 
「2019 年度関東教区の宣教を考える集い」に参加し
ました。この集会には今までにも何度か出ましたが、
教師としては初めての参加でした。テーマは、「会津
の教会はこうして共にあゆんでいます－協働の業とし
て宣教の可能性を考える」。講師の高橋真人牧師（会
津坂下教会）が実際に取り組んでいる、二人の牧師が
四つの教会を共同牧会する、福島県会津地区の取り組
みについて話を聞いた後の分団協議でした。 
　分団では、一つの課題として地域を知ることにつ
いて話し合われました。会津地区のやり方が、決して
汎用的方法ではなく、各地域に適した方法を常に考え
る必要があるのだということです。信徒は基本的にそ
の教会に根を張る者ですが、教師は他地域から遣わさ
れる者です。ゆえに方法論ありきではなく、祈りつつ
遣わされた地域を知ることが重要です。同じ分団に参
加していた、ある教師は「着任から 10 年経ってス
タートライン」と言っておられました。着任早々の新
米教師は宣教の方法論を語る前に、まず地域の特性を
知ることだと思いました。初めて群馬に来て、つくづ

くそう思います。これは個人的意見ですが、地域の特
性、特に地域的な信徒の信仰の持ち方を知り、教会観
を知る、その上で初めて宣教の方法論を語れるのだと
思います。公同の教会の信仰告白は普遍的ですが、そ
れを支える各個教会が根差す地域性は尊重すべきと思
いました。 
 
 
そこに教会がある 
 

伊勢崎教会　西谷美和子 
｢2019 年度関東教区の宣教を考える集い｣に、群馬地
区伊勢崎教会から西谷祐司伝道師と参加しました。講
演後、ランチをいただきながらの分団に分かれ、私は
５分団（メンバーは９〔女性信徒２、女性教職１、男
性信徒３、男性教職３〕人）でした。 
“そこに教会がある”、あるのが当たり前ではない時
代に突入していると、講師の髙橋真人先生（会津坂下
教会牧師・東北教区宣教部委員長）はおっしゃいま
す。高齢化・教会員減少に伴い、牧師の謝儀が出せな
い、無牧の問題、礼拝を守れないといった深刻な事態
にある教会が少なくないことを知りました。丁寧に協
議を重ね、教会に寄り添い、どうしたら礼拝を献げて
いけるかを模索し、現在のスタイルになったとのこ
と。生い立ちも年齢も違う牧師がペアを組んで３教会
を支えています。 
分団では、「それまで培ってきた伝統や歴史、教会
観の違いを乗り超えるのは難しい」「そもそも教会員
自身が、教会自体が危機感をもっていない」「地区・
教区だけでなく、日本基督教団全体の視野をもつこと
も大事」「牧師もだが信徒の意識改革が必要」…さま
ざまな意見が出ました。 
そ
、
こ
、
に
、
教
、
会
、
が
、
あ
、
る
、
、灯がともっているということの

大切さ。隣人を愛する信仰、明日は我が身という他人
事でなく捉える課題だと思わされた集いでした。
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社会活動協議会報告 
 

宣教部社会担当　川口教会　本間　一秀 
2019 年 9 月 15 日から 16 日まで武蔵豊岡教会と東松
山市の丸木美術館にて、教区宣教部主催社会活動協議
会が行われた。まず丸木美術館の学芸員岡村幸宣氏の
講演を拝聴。「原爆の図」について、丸木夫妻の「苦
しんだ人々を描いてこそ価値がある」との考えによる
ものであるとのこと。丸木美術館にて作品の鑑賞。
「原爆の図」の他、「アウシュビツ」「南京虐殺」「三里
塚闘争」と力作の展示もあった。人々の慟哭がリアル
に伝わるものであった。「他者の痛み」を知ることを
痛切に感じた意義ある学びの時であった。参加 34 名。 
 
丸木美術館を訪れて 

七里教会　小林　知子 
「何かを宣べ伝える」ことがいかに大切か、またこ
の世に生きるだれもがその使命を持っているのではな
いか、と今回の社会活動協議会の研修で強く思わされ
ました。私は、丸木美術館、丸木「位里

い り

・俊
とし

」という
画家夫妻を知りませんでしたので、夫妻が共同で描い
たという何枚もの広島原爆の絵は衝撃的でした。原爆
投下当時、丸木夫妻は神奈川県に住み画家として名を
成していたようです。実家のある広島の惨事を聞き、
夫妻が広島にたどりついたのが原爆投下の三日後。
「地獄」としか言いようのない衝撃を受け、それでも
画家としてこの地獄を表現しなくてはならない、とい
う使命感に二人は突き動かされたのです。けれど、あ
まりの衝撃の大きさに、絵筆をとることができたの
は、ようやく 3年後のことだったといいます。私が感
銘を受けたのは、絵そのものよりもこのご夫妻の生き
方、人生です。二人は畳何畳分にもなる、原爆投下後
の広島の絵を描き続け、日本中で展覧会を開いたそう
です。そういう夫妻の作品と活動を支援する人たちも
現われ、海外の国々でも、ついにはアメリカでも開か
れました。そうなるまでにどんな困難があったこと
か、想像に難くありません。今回私たちのナビゲー
ターを務めてくださった、丸木美術館の学芸員である
岡村幸宣さんも、丸木夫妻の作品と活動を支え続けて
きたおひとりです。行政の援助は一円もないというな
かで、ほぼひとりでこの美術館を守り続けています。
画家の丸木夫妻が生涯を賭けて描き、伝えようとした
ものを、まだ若い 40 代の岡村さんのような方たちが
受け継ごう、としている。それはなんと尊い働きで
しょうか。私もひとりのクリスチャンとして、神様が
「伝えなさい」と命じるものをひとりでも多くに人に
伝え使命がある、と思わされた二日間でした。

第26回「女性と男性が共に宣教を担うた
めの地区連絡会議」報告 

水戸教会　橘　　秀紀 
11 月４日、水戸教会を会場に第 26 回「女性と男性
が共に宣教を担うための地区連絡会議」が開催されま
した。「暴力ではなく“愛”を」をテーマに、前回に引き
続き聖書から無意識に読み取っている価値観を考える
学びをすることができました。先ずは講師の大嶋果織
さん（共愛学園前橋国際大学教授）より大学でのハラ
スメント防止の取り組みについて伺い、ハラスメント
は人間関係がある所ではどこでも起こるということ、
だからこそ起こったら早急に対応し解決に向けて動く
ことが求められていることを確認しました。学生や教
職員への研修をはじめ複数の相談窓口を設置すること
で声を上げやすく、何より受け止める側の感度を高め
る努力と対応をしている学校や企業の現状を知るにつ
け、さて信仰共同体であると同時に「世に建てられた
教会」でもある私たちの意識と対応はどうだろうかと
改めて考えさせられました。午後からは創世記のヨセ
フ物語から学びました。数々の苦難とそれを乗り越え
る中でヨセフが兄たちと和解していく感動の物語では
あるけれど、現代の私たちはただ感動して終わりでい
いのだろうか？という問いかけがなされました。たと
えば兄たちに恨まれ売られるはめになったのは、ヨセ
フが弟らしくなかったから。冤罪で投獄されたのは、
奴隷の立場をわきまえなかったから。これら役割や立
場や「らしさ」から逸脱する時にひどい目に遭うこと
がまさにハラスメントであり、これらの問題は解決し
ているのだろうかというわけです。特に冤罪事件は今
ならパワハラでありセクハラでもあるけれど、「ひど
い目にあっても忍耐して努力すれば、神が助けてくだ
さる」という受け止めだけでよいのだろうか？むしろ
現代ならば、このハラスメントを解決するために声を
あげることのできる関係性をこそ周囲が・社会が構築
する必要と責任があるのではないかということを考え
ながら読むことが、神の愛を伝え分かち合うことにも
なるのではないかと気づかされました。 
以上、報告です。なお本実行委員会が発足してより
四半世紀あまり、ますます多様な取り組みが求められ
ている現状を鑑み、委員会名称を「性差別問題委員
会」と改称すると共に、改めて教区全体でこの課題を
担うため教区主体で委員を選任していただきたいとの
提案を宣教部を通じて出しているところです。 


